
 

 

アースクールさがみはら（NPO法人さがみはら地球温暖化対策協議会）主催 2024年度研修会  

 

「気候変動に対する  
影響と適応」 

日 時：令和７年２月２６日(水)１４時３０分～１６時３０分(会場視聴＆zoom) 

講 師： 肱岡 靖明（ひじおか やすあき）氏 

国立環境研究所 気候変動適応センター／センター長 
 

 

 

 

 

 

会場＆配信：オンラインzoom配信（会場での動画視聴・質問可能） 

会場：エコパークさがみはら（相模原市立環境情報センター）学習室 

（神奈川県相模原市中央区富士見1丁目3番41号） 

※JR 相模原駅南口からバス「ウェルネスさがみはら前」下車すぐ 

参加費：無料 

対象：当協議会会員、本講演会内容に興味がある方は、どなたでも参加出来ます。 

申込方法：会場参加、オンライン参加とも2/20までに①氏名（ふりがな）②電話番号③会場参加かオンライ

ン参加か④メールアドレス（オンライン参加の場合）を記入し、FAX又はEmail（info@s-ontaikyou.jp）でお

申込みください。オンライン参加の方にはzoom参加リンク先をお知らせします。 

※個人情報は本事業の連絡のみに使用させていただきます 

たちと子供たちの気候変動 講師 塩竈 秀夫

(しおがま ひでお)氏 国立環境研究所 地球システムリスク解析研究室 室長 日時 

講演会 

講師紹介 

肱岡 靖明（ひじおか やすあき）氏プロフィール 

2001 年 3 月東京大学大学院工学系研究科博士課程（都市工学専攻）を修了・工学博士 

2001 年 4 月国立環境研究所社会環境システム研究領域環境計画研究室 研究員として入所 

現在は同研究所の気候変動適応センター/センター長として従事 

2016 年 4 月より東京大学大学院 新領域創成科学研究科 環境システム学専攻 客員教授併任 

研究概要：アジア太平洋統合評価モデル（AIM）開発グループの一員として、気候の安定 

化レベルとその影響について統合評価モデルを用いた解析に取り組んでいる。 

開発したモデルは、RCP（Representative Concentration Pathways）シナリオや、環境省環境研究総合推進費 S-8

「温暖化影響評価・適応政策に関する総合的研究」などで活用された。 

IPCC 第二作業部会第五次評価報告書第 24 章（アジア）の統括執筆責任者、IPCC 1.5℃特別報告書第 3 章代表執

筆者 

UNEP(国連環境計画)の PROVIA（気候変動に対する脆弱性・影響・適応に関する研究プログラム）の科学運営委

員会メンバー（2015～2018）、理科年表監修者(2008-) 

ISO/TC207/SC7/WG12 コンビーナ(2017-2020)  

国際科学技術共同研究推進事業（戦略的国際共同研究プログラム）研究主幹(2020-) 

お問い合わせ 

アースクールさがみはら(NPO 法人さがみはら地球温暖化対策協議会)事務局 

電話・FAX 番号：０４２－７５３－９５５０  

受付時間：月～水・金(祝祭日を除く)午前９時から午後５時まで 

(木曜日と土日祝祭日は不在です) 

肱岡先生はオンラインでの

ご参加となります。 


